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小
津
桂
窓
書
簡

一
通

鹿
児
島
県
肝
属
郡
内
之
浦
町
の
岩
永
静
夫
氏
が
、
小
津
桂
窓
の
書
簡

一
通
を

所
蔵
し
て
お
ら
れ
た
が
、　
一
昨
年
冬
、
焼
失
し
た
。
本
書
簡
は
巻
紙
約

一
米
九

十
糎
に
書
か
れ
た
も
の
で
ほ
か
に
、
幕
閣
の
要
人
宛
書
簡
六
通
と
建
武
三
年
楠

庄
五
郎
宛
同
兵
衛
の
書
簡
を
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
書
簡
と
共
に
入
手
さ

れ
た
も
の
と
想
像
す
る
が
、
そ
の
入
手
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
以
前
、
私
が

フ
イ
ル
ム
に
収
め
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。
た
だ
、

写
真
撮
影
す
る
際
の
私
の
不
手
際
で
、
書
簡
末
尾
の
宛
名
の
部
分
が
写
っ
て
い

な
い
。
天
理
図
書
館
西
荘
文
庫
の
木
村
黙
老
書
簡

翁
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
」
和
書

之
部
五
十
二
巻
、
「馬
琴
書
翰
集
」
に
所
収
。
以
下
、
引
用
書
簡
は
同
書
に
よ
る
。
）

の
中
に
、
嘉
永
元
年
二
月
廿
三
日
付
の
桂
窓
書
簡
に
対
す
る
返
信

（同
年
五
月

廿

一
日
付
）
が
あ
り
、
そ
の
記
事
と
本
書
簡
に
記
さ
れ
た

「聞
ま
ゝ
の
記
」
写

本
に
関
す
る
件
、
伊
勢
の
著
名
人
の
墨
跡
に
関
す
る
件
等
の
記
事
が
符
号
す
る

こ
と
か
ら
、
本
書
簡
は
、
嘉
永
元
年
二
月
廿
三
日
付
の
木
村
黙
老
宛
書
簡
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。

小
津
桂
窓
、
名
は
久
足
、
後
与
右
衛
門
、
新
蔵
、
伊
勢
松
坂
百
足
町
に
住
す
。

江
戸
店
持
ち
の
富
商
で
江
戸
の
深
川
油
堀
通
富
久
町
に
江
戸
店
が
あ
っ
た
。
殿

村
篠
斎
の
紹
介
で
文
政
十

一
年
以
降
滝
沢
馬
琴
と
親
交
が
あ
っ
た
。
安
政
五
年

没
。
五
十
五
歳
。

福

山

武

徳

木
村
黙
老
、
名
は
与
総
右
衛
門
、
の
ち
亘
。
讃
岐
高
松
藩
松
平
氏
に
仕
え
、

江
戸
家
老
、
国
家
老
の
職
に
あ
っ
た
。
桂
窓
と
交
際
を
始
め
た
の
は
高
松
へ
帰

国
後
、
天
保
十

一
年
か
ら
で
、
滝
沢
馬
琴
の
紹
介
に
よ
る
。
「聞
ま
ゝ
の
記
」
「国

字
小
説
通
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
安
政
三
年
没
。
八
十
三
歳
。

木
村
黙
老
、
小
津
桂
窓
、
殿
村
篠
斎
は
、
馬
琴
作
品
の
批
評
家
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。

以
下
、
写
真
を
掲
出
し
、
翻
刻
を
示
す
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
旧
字
体
は
新

字
体
に
改
め
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

年
頭
之
尊
書
被
下
難
有

拝
見
仕
候
。
御
吉
慶
御
同
前
ニ

芽
出
度
申
納
候
。
先
以
御
揃

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
超
歳

候
由
、
恐
悦
至
極
奉
存
候
。
随
而

当
方
無
異
加
寿
仕
候
。
乍
憚

御
休
意
思
召
可
被
下
候
。

一
是
お
年
始
状
差
上
可
申
処
、

私
儀
早
春
業
用
二
而
江
戸
表
江



参
り
、
漸
此
程
帰
宅
仕
候
。

出
立
前
取
紛
無
其
儀

貴
書
も
留
主
中
へ
届
キ
帰
宅

後
拝
見
、
御
答
も
延
引

両
様
之
失
敬
御
高
免
可
被
下
候
。

今
便
不
取
敢
御
答
申
上
候
。

旧
冬
差
上
候
筆
工
料
井
ニ

（１
）

万
金
丹
御
入
手
被
下
候
由
、
外
ニ

続
聞
ま
ゝ
之
記
写
、
願
主
よ
り

差
上
候
万
金
丹
、
御
落
手

御
厚
礼
被
仰
下
、
其
趣
申

伝
候
。

立
后
次
第
井
展
観
録
御
入
手

被
下
候
由
、
得
尊
意
奉
存
候
。

申
集
坤
之
内
、
和
歌
歌
話

一
条
御
う
つ
さ
せ
難
有
入
手
仕
候
、

右
二
而
前
編
全
備
二
相
成
、

永
珍
蔵
可
仕
大
慶
不
過
之

御
礼
難
申
尽
候
。

（２
）

竹
林
上
人
墨
痕
頼
候
処
、

御
恵
投
被
下
如
何
斗
か
難
有

奉
存
候
。
老
荘
等
見
苦
敷
ト

御
念
書
被
仰
下
候
へ
共
、
左
様
二
も

存
不
申
。
是
等
ハ
金
銀
二
両
手
ニ

入
か
た
き
品
、
如
何
斗
か
難
有

御
厚
礼
難
申
尽
、
永
秘
蔵

可
仕
候
。

（３
）

一
柏
野
屋
左
休
書
ハ
御
頼

置
被
下
御
手
二
入
レ
候
由
、
後
便

可
被
仰
付
候
由
、
難
有
奉
存
候
。

所
謂
得
朧
望
蜀
之
類
ニ

候
へ
共
、
何
分
よ
ろ
し
く
奉
願
候
。

（４
）

一
藤
井
孝
蔵
書
ハ
、
御
尋

被
下
候
へ
共
無
之
由
、
御
尤
二
承

知
仕
候
。
色
々
御
配
慮
被
懸

奉
縮
入
候
。

一
御
即
位
次
疑
一
七
段

前
文
之
事
被
仰
下
、
次
第
ハ

早
速
二
う
つ
さ
せ
さ
し
上
候
。
前
文
ハ

愚
息
二
う
つ
さ
せ
さ
し
上
候
。
右
之

前
文
ハ
一
二
ハ
元
来
付
キ
居
候

を
う
つ
し
候
。
傍
仮
字

ハ

元
来
ハ
無
之
候
へ
共
、
甚
奇
ナ
ル



よ
み
く
せ
な
る
も
の
二
候
故
、
去
秋

上
京
之
節
、
是
迄
も
出
候
事

御
座
候
堂
上
方
二
而
直
伝
ニ

承
り
、
か
な
つ
け
置
申
候
。

一
続
聞
ま
ゝ
の
記
御
う
つ
し

出
来
候
分
、
此
度

一
冊
御
遣
シ

被
下
撻
二
入
手
仕
候
。
右
之
代

金
弐
朱

今
便
差
上
申
候
。
右
二
而
上
物

少
々
不
足
仕
候
へ
共
、
右
並
便

御
勘
定
可
仕
候
。

為
念
申
上
候
。
続
聞
ま
ゝ
之
記

是
迄
揃
候
分

子
丑
寅
卯
右
、
元
亨
利
貞
相
揃

其
外辰
元
亨
二
冊

巳
貞
生
Ｌ
九

右
之
通

二
御
座
候
。
依
而
、
己
後

辰
利
貞

巳
元
亨
利

午
亨
利
貞

右
之
順
二
次
々
御
う
つ
さ
せ
越

被
下
度
段
、
願
主
よ
り
申
出
候
。

尊
君
様
二
も

一
癖
あ
る
人
之

書
画
御
好
被
遊
、
奇
物
御
所

蔵
之
よ
し
、
小
生
も
色
々
奇
物

相
好
、
崎
人
伝
二
出
候
人
之
手
跡

な
ど
、
色
々
相
集
メ
候
。
夫
二
付
、

竹
林
上
人
之
書
御
恵
投
被
下
候

御
報
二
、
勢
地
之
人
々
之
書
何
か

さ
し
上
度
候
へ
共
、
思
召
計
か
ね
候
。

先
ハ本
居
宣
長
（６
）

韓
天
寿
（７
）

月
悟

（８
）

奥
田
三
角
伝
ハ
崎
人
伝
二
出

（９
）

填
啓伝
ハ
続
扶
桑
隠
逸
伝

巻
下
二
出

是
等
之
内
、
若
御
望
之
品
も

候
ハ
ゞ
差
上
申
度
候
。
無
御
隔
意

可
被
仰
下
候
。

一
在
江
戸
中
珍
敷
事
も
無
之



著
作
堂
へ
も
両
度
相
尋
候
。
翁
も

少
々
老
衰
之
気
味
ナ
キ
ニ
ハ

無
之
候
へ
共
、
未
気
力
撻
二
而

当
時
気
遣
イ
無
之
様
ニ

相
見
江
歓
申
候
。
五
色
石

新
板
之
作
意
な
と
尤
感
心

仕
候
。
宝
生
太
夫
勧
進
能

殊
之
外
絶
入
申
候
。
初
日

二
日

一
見
、
面
白
事
二
覚
候
。
帰
路

箱
根
山
大
雪
、
二
月
六
日
之

事
二
而
、
満
開
之
桜
二
積
雪

之
風
景
始
而

一
見
、
珍
敷
覚

申
候
。
何
か
申
上
候
事
も
有
之
様
覚

候
へ
共
、
未
帰
宅
後
日
数
も
無
之

心
あ
わ
た
ヽ
し
く
、
申
落
候
余
も

可
有
之
候
。
後
便
寛
々

可
申
上
候
。
恐
慢
謹
言桂
窓
拝

（三
カ
）

弐
月
廿
三
日

馬
琴
が
所
蔵
し
て
い
た
木
村
黙
老
の
著

「間
ま
ゝ
の
記
」
写
本
十
四
冊
を
桂

窓
が
譲
り
受
け
た
の
は
天
保
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た

（天
保
十

。
九

・
二
四
桂

窓
宛
馬
琴
書
簡
）。
黙
老
は
既
に
天
保
九
年
に
は

「聞
ま
ヽ
の
記
」
（十
二
支
各

集
に
乾
坤
二
巻
）
の
記
述
を
終
え
、
同
年
冬
か
ら
は
続
編

「続
聞
ま
ゝ
の
記
」

（十
二
支
各
集
に
元
亨
利
貞
四
巻
）
の
記
述
に
か
か
っ
て
い
た

（天
保
九

・
十

二
・
十
六
篠
斎
宛
黙
老
書
簡
）。

桂
窓
は
入
手
し
た
馬
琴
本

「聞
ま
ゝ
の
記
」
の
欠
本
を
補
充
す
べ
く
、
殿
村

篠
斎
を
介
し
て
黙
老
に
写
本
作
成
の
依
頼
を
し
、
快
諾
を
得

（天
保
十

一
。六
・

九
篠
斎
宛
黙
老
書
簡
）、
以
後
、
黙
老
は
松
坂
の
両
友
へ
同
書
の
写
本
を
作
成
し

て
筆
工
料
、
紙
代
と
引
き
換
え
維
掘
け
て
ぃ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
木
村

三
四
五
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。

本
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る

「聞
ま
ゝ
の
記
」
未
揃
分
に
つ
い
て
は
、
○
印
を

付
し
た
辰
利
、
巳
一九
亨
、
の
三
冊
は
嘉
永
元
年
五
月
廿

一
日
、
□
印
を
付
し
た

辰
貞
、
巳
利
、
午
亨
利
、
四
冊
は
同
年
八
月

一
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
届
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
黙
老
か
ら
贈
ら
れ
た
竹
林
上
人
の
書
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
示
し

た
伊
勢
の
著
名
人
の
書
に
つ
い
て
、
黙
老
は
月
僣
と
奥
田
三
角
の
書
を
所
望
し
、

早
速
届
け
ら
れ
た
。

月
偲
、
三
角
之
書
御
恵
投
被
下
、
千
万
辱
仕
合
奉
存
候
。
如
貴
命
、
月
偲

画
者
至
而
贋
物
多
候
故
、
是
迄
折
々
者
見
当
候
品
茂
有
之
候
而
も
致
疑
惑

候
而
相
求
不
申
候
処
、
御
蔭
二
而
出
所
正
敷
真
筆
手
二
入
、
大
慶
仕
候
。

将
亦
、
三
角
書
茂
文
面
宜
敷
故
、
是
亦
大
二
相
歓
候
事
二
御
座
候
。
（嘉
永

元
年
八
・
十
七
）

江
戸
滞
在
中
、
桂
窓
は
二
月
六
日
か
ら
興
行
さ
れ
た
宝
生
太
夫
の
勧
進
能
を
初

日
、
二
日
と
見
物
し
て
い
る
か
ら
、
二
月
初
め
に
は
す
で
に
出
府
し
て
い
た
。

こ
の
勧
進
能
は
宝
生
太
夫
友
子
が
弘
化
二
年
に
願
い
出
て
認
可
さ
れ
、
翌
年
興

行
の
予
定
が
江
戸
の
大
火
の
た
め
に
延
期
さ
れ
、
嘉
永
元
年
に
興
行
さ
れ
た
も

の
で
、
「武
江
年
表
」
嘉
永
元
年
の
条
に
、

二
月
六
日
よ
り
晴
天
十
五
日
の
間
筋
違
橋
御
門
外
加
賀
原
に
於
い
て
、
宝

生
太
夫
勧
進
能
興
行
あ
り
。
五
月
十
三
日
に
終
わ
る
。
興
行
の
日
毎
に
遠

近
の
貴
賎
輻
峡
し
て
錐
を
立
つ
る
の
所
な
し
。



と
記
す
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
帰
路
、
二
月
六
日
に
箱
根
を
越
え
て
い
る
か
ら
、
桂
窓
の
江
戸
滞
在

は
、
少
な
く
と
も
二
月
初
め
か
ら
二
月
初
め
ま
で
、
ほ
ぼ
一
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
間
、
二
回
馬
琴
を
訪
れ
て
い
る
。
「馬
琴
日
記
」
七
月
六

日
の
条
に
、

松
坂
小
津
与
右
衛
門
書
状
、
六
月
廿
四
日
出
壱
封
、
深
川
か
け
み
せ
わ
清

右
衛
門
方
へ
指
出
し
候
由
二
て
今
日
清
右
衛
門
持
参
、
二
月
以
来
時
候
見

舞
状
也
。

と
あ
り
、
同
廿
九
日
、
馬
琴
は
お
路
代
筆
で
桂
窓
宛
返
信

「中
の
長
文
状
壱
通
」

を
認
め
た
。

完
二
当
春
は
御
出
府
之
折
柄
、
御
来
訪
被
成
下
、
久
々
二
て
拝
顔
、
恰
悦

不
少
奉
存
候
。
併
、
毎
度
御
帰
り
を
被
成
御
急
候
故
、
御
も
て
な
し
も
致

か
ね
、
遺
憾
之
至
リ
ニ
奉
存
候
、
三
月
中
御
帰
郷
之
後
、
拙
輸
ヲ
以
、
御

道
中
之
御
安
否
伺
可
申
処
、
御
存
之
小
子
持
病
之
上
、
西
ノ
丸
下
戸
田
殿

内
、
二
月
廿
二
日
之
火
難
二
て
、
婿
女
孫
ど
も
類
焼
、
実
二
丸
焼
二
成
候

間
、
見
捨
難
二
月
迄
、
空
し
く
送
り
候
。

桂
窓
の
馬
琴
訪
間
は
二
月
廿
二
日
の
戸
田
殿
内
の
火
難
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。

こ
の
年
正
月
、
馬
琴
は
合
巻

「女
郎
花
五
色
石
台
」
二
集
八
巻
を
甘
泉
堂
か

ら
、
読
本

「新
局
玉
石
台
童
子
訓
」
六
峡
五
巻
を
文
渓
堂
か
ら
出
版
し
て
い
る
。

馬
琴
訪
間
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
も
話
題
に
な
り
、
そ
の
作
意
に
つ
い
て

馬
琴
か
ら
聞
く
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
老
い
た
り
と
は
い
え
、
な
お
創
作

意
欲
の
衰
え
ぬ
馬
琴
が
、
桂
窓
に
は

「未
気
力
撻
二
而
当
時
気
遺
イ
無
之
様
」

に
み
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
馬
琴
の
健
康
は
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
年
の
「馬

琴
日
記
」
に
は
、
腹
痛
、
胸
痛
、
喘
息
な
ど
体
調
不
良
を
記
す
記
事
が
散
見
さ

れ
る
。
十

一
月
六
日
、
馬
琴
は
八
十
二
歳
で
世
を
去

っ
た
。

凛̈（１
）

江
戸
時
代
、
伊
勢
神
宮
参
り
の
み
や
げ
と
し
て
知
ら
れ
た
胃
腸
薬
。
黙
老
は
高
松

へ
帰
国
後
、
殿
村
篠
斎
に
、
伊
勢
朝
熊
の
万
金
丹
購
入
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
弘
化

三
年
篠
斎
は
病
に
臥
し
、
翌
年
死
去
。
こ
の
頃
か
ら
桂
窓
に
購
入
依
頼
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（２
）

清
の
康
熙
三
年

（
一
六
六
四
）
中
国
福
建
省
の
生
ま
れ
。
法
講
寂
伝
、
道
号
道
本
。

享
保
四
年
長
崎
に
渡
来
。
崇
福
寺
六
世
と
な
っ
た
。
渡
来
前
か
ら
す
で
に
詩
名
が
高

く
、
広
く
文
人
墨
客
と
文
遊
し
た
。

（３
）

未
詳
。

（４
）

未
詳
。

（５
）
　
「御
即
位
次
第
」
は
、
三
条
実
継
の
写
本
一
巻
と
享
保
二
十
年
、
桜
町
天
皇
の
即

位
次
第
を
詳
記
し
た
も
の
の
二
本
が
あ
る

（「増
訂
国
書
解
題
し

が
、
い
ず
れ
で
あ

る
か
は
、
い
ま
特
定
で
き
な
い
。

（６
）

書
家
。
名
は
天
寿
、
字
は
大
年
、
酔
晋
斎
と
号
す
。
通
称
中
川
長
四
郎
。
伊
勢
松

坂
に
住
す
。
寛
政
七
年
没
。
四
十
九
歳
。

（７
）

画
僧
。
伊
勢
山
田
寂
照
寺
に
住
す
。
名
は
元
端
、
字
は
禅
誉
、
号
月
僧
、
文
化
六

年
没
、
八
十
九
歳
。

（８
）

奥
田
氏
、
名
は
士
亨
、
字
は
喜
甫
、
号
蘭
汀
、
通
称
惣
四
郎
。
伊
藤
東
涯
に
学
び

二
十
九
歳
で
藤
堂
侯
の
文
学
と
な
る
。
天
明
三
年
没
。
八
十
歳
。

（９
）

伊
勢
の
仏
眼
院
に
住
し
雲
衆
を
教
育
す
。
後
、
相
可
に
隠
棲
し
四
十
余
年
山
を
下

ら
ず
。
元
禄
八
年
没
。
（続
扶
桑
隠
逸
伝
）

〈１０
）

「『聞
ま
ゝ
の
記
し。
元
禄
鶴
法
度
の
こ
と
な
ど
」、
「木
村
三
四
五
著
作
集
Ｉ
」
（八

本
書
店
）
所
収
。

〔付
記
〕

書
簡

の
翻
刻

に
あ
た

っ
て
は
、
鹿
児
島
近
世
文
学
研
究
会

の
方
々

の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
中
山
右
尚
鹿
児
島
大
学
教
授
か
ら
は

参
考
資
料
を
拝
借
し
、
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室

に
は
、
図
書

の
閲
覧

に

便
宜
を
は
か

っ
て
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
尚
、
調

査

の
行
き
届
か
な

い
部
分
も
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
御
教
示

い
た
だ
け
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
―
―
鹿
児
島
県
立
武
岡
台
高
校
教
諭
―
―
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